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　町では「町民主体のまちづくり」の実現に向けて、町民満足度調査や自治会との地域
課題検討会、35人の町民で構成されたまちづくり委員会、パブリックコメント等を通じ
て、町民の皆さんの声をお聞きしています。皆さんからの意見・要望を活かして「芳賀
町に住んで良かった」と思っていただけるよう、まちづくりを進めていきます。

　令和５年11月に「町政に関する満足度調査」を実施しまし
た。20歳以上の町民の皆さん500人に協力を依頼し、258人
から回答をいただきました。
　町では、この結果を今後の計画や予算編成などに反映し、
町民の皆さんに満足していただけるまちづくりを目指してい
きます。ご協力ありがとうございました。
　結果の一部をお知らせします。 問企画課みらい創生係 ☎028（677）6012

※満足度は100に近いほど満足している割合が高くなります。

「人口減少対策として有効だと思われるもの」

　町民満足度調査の結果について、宇都宮大学地域デザイン科学部中村祐司教授に分析をお願いしました。
分析結果の一部を抜粋して掲載します。

■分析結果（抜粋）

■まとめ

令和５年度

満足度の増減が大きかった５施策をご紹介します！
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施策順位

＋16.3
＋6.5
＋5.2
＋4.4
＋1.7

推移

LRTの整備と利用促進
公共交通の充実
観光の振興
母子保健の推進
健康づくりの推進

1
2
3
4
5

施策順位

－5.5
－5.2
－4.7
－4.4
－4.1

推移

学校教育の充実
介護保険制度の適正な運用
都市計画の推進
広聴機能の充実

国保・年金制度の維持

町政に関する満足度調査結果

あなたの家庭では災害時に備えて、3日分相当の食料や飲料水などを備蓄していますか。

　町では、令和５年度から３年間を「健康づくり特別重点期間」と位置づ
けており、健康測定会の開催や、健康診断結果をＡＩで分析し、生活習慣
の改善アドバイスを個別通知するなど、健康づくりへの意識を高めていく
事業を行っています。

あなたは、塩分の摂取量を控えるような工夫をしていますか。

６7.0％「塩分の摂取量を控える
　　　　工夫をしている」

あなたは、子育てに負担や不安を感じていますか。

23.4％「子育てに負担や不安を
　　　　　　感じている」

61.4
64.0 65.9

61.1 62.8 64.4 64.5
59.6

64.4 62.8 65.0

　「人口減少対策として有効だと思われ
るもの」について、上位には「出産・子
育てがしやすい環境」（45.0%）、「公共
交通ネットワークの充実」（41.1%）、
「移住・定住支援」（40.3%）が４割台で
並んだ。
　町民は、安全・安心な子育て環境、
LRTの開通との関連での地域交通の整
備、そして、移住・定住にも力を入れ
てほしいと考えている。また、上位３
つの項目は生活の質を高めるという点
で相互に関係している。

　町では、子育て世代の負担や不安の
軽減のため、妊娠期から出産・子育て
まで一貫して身近で相談に応じ、必要
な支援につなぐ伴走型相談支援の充実
と経済的支援を一体的に実施していま
す。また、高校生相当年齢まで、県内
の医療機関を受診した際の窓口負担が
かからないよう支援を実施しています。

41.9％「食料と飲料水を
　　　　　備蓄している」

　｢食料と飲料水を備えている」が４割
を超えた一方で「備えていない」が約
２割という結果となりました。引き続
き、家庭内備蓄の促進が図れるよう啓
発活動を行っていきます。また、令和
６年度末までに町内全域での地区防災
計画の策定を支援することで、防災意
識の向上を図ります。

（％）

▲町ホームページ
（町民満足度調査）
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